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今⽇のワークショップの内容



ワークショップの⽬的

●昨年度は、新庁舎の建替えについて市⺠ワークショップを開催し、市⺠の皆さんから
ご意⾒をいただき、基本構想を策定しました。

●今年度は、
新庁舎における共有空間のあり⽅、「松本市らしい」新庁舎のあり⽅
についてご意⾒やアイデアをいただき、「新庁舎建設基本計画」を策定していきます。

●今回のワークショップでは、
・窓⼝やロビー等の共有空間のあり⽅
・「松本市」らしいデザイン、機能性、利便性等 について、
市⺠の皆さんからご意⾒をお願いします。

●松本市役所は、施設の⽼朽化や執務スペースの狭あい化、⾏政サービスの変化へ
の対応等、ハード・ソフト両⾯で様々な課題を抱えており、昨年度から新庁
舎の建設に向けた取り組みを⾏っています。



基本構想等の概要

【建設理念】

時代の先を読み、変化し続ける⼒を備えた、
“ひと”や“まち”を結ぶ庁舎

現代の松本市⺠はもとより、将来の松本市⺠をも姿勢の関係者として
とらえる 『将来世代の視点』 を持って、現在、そして、未来におい
ても松本のまちの核として、求められる市役所の役割を果たし
続けることのできる庁舎を建設します。



基本構想等の概要

1. 分かりやすさ、使いやすさを実感できる庁舎

2. 松本城とともに時を刻む庁舎

3. コミュニケーションが芽⽣える庁舎

4. コンパクト＋ネットワーク型の庁舎

5. 新たな時代のオフィスのモデルとなる庁舎

6. リスクに備える庁舎

7. 世代を超えて受け継がれていく庁舎
※建設場所は、松本市のまちづくりを⾒据えた時に、市役所との位置としてふさわしい

「現庁舎敷地」としました。

【基本的な考え⽅】



基本計画とは

「基本計画」とは、

基本構想 基本計画 基本設計 実施設計 建設⼯事

新
庁
舎
完
成

基本構想の理念等を計画として具体化
→設計の与条件を確定する段階
（ex.導⼊機能、延床⾯積、敷地条件）



基本計画とは
■成果イメージ（兵庫県たつの市）



基本計画とは
■成果イメージ（埼⽟県越⾕市）



現庁舎の課題

通路が狭いね



現庁舎の課題

車いすの方には
狭いね



現庁舎の課題

段差があって
スロープも急だね



現庁舎の課題

ちょっと狭い
かな



現庁舎の課題

ドアなしで
使えたほうが

便利だね



現庁舎の課題

屋根があった方が
便利だね



現庁舎の課題

段差があるから
車いすの方は
入りにくいね



現庁舎の課題

スペースに
余裕があれば

もっとＰＲできそう
だね



現庁舎の課題

地下にあって
わかりにくいね



先進事例のご紹介

























ワークショップのテーマ

現庁舎における課題や先進事例を踏まえ、新庁舎の窓⼝機能やロビーなど、
市⺠の皆さんが利⽤する空間について考え意⾒を出しましょう！

市⺠の皆さんが利⽤する
新庁舎のイメージを考えよう！

●検討テーマ①●

・・・・など

●市役所に、多くの人が集まれる広いラウンジや自由に利用で

きる市民ギャラリーが欲しい。

●行きたい窓口が分かりやすいレイアウトにして欲しい。



ワークショップのテーマ

「松本市らしい」デザイン、機能性、利便性等の視点から
具体的な「松本市らしい」庁舎とはどのようなものか考え意⾒を出しましょう！

●検討テーマ②●
「松本市らしい」庁舎の

あり⽅・イメージを考えよう！

・・・・など

●新庁舎の外観を松本城と調和したものにして欲しい。

●湧水や県産材などに触れられるなど、自然を感じられる庁舎に

して欲しい。



●注意していただきたい事項●

1. お互いに意⾒を批判せず、建設的な意⾒交換をしましょう。

2. お互いに⾃由な発想、アイディアで意⾒を出しましょう。

3. ほかの⼈の意⾒を踏まえ、さらに考えを膨らませましょう。

限られた時間の中で、ひとりで時間を独占せず、
全員が発⾔できる場にしましょう。4.


